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　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

①

学生相談におけ
る援助的アプ
ローチとは（そ
の２）-心理療
法の効果研究の
成果に学ぶ－

単

②

認知再構成法の
効果についての
一考察－認知行
動療法の実習授
業アンケート結
果の分析に基づ
いて－

単

③

心理臨床におけ
る新しい潮流－
心理療法の「統
合の動向」につ
いての一考察－

単

①

自主シンポ「基
礎学および折
衷･統合的臨床
学から総合的に
事例を検討する
－より良い心理
学的相談援助に
向けて：その
５」

単

折衷・統合臨床学における共通
要因アプローチの立場から話題
提供し、併せて提示事例に対す
るコメントを行った。

概　　　　　　　要
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取得学位

日本心理臨床学会、日本心理学会、日本精神分析学会、日本行動療法学会、日本
家族療法学会、日本トラウマティック・ストレス学会、日本ブリーフサイコセラ

ピー学会

大阪府臨床心理士会理事（2002年度から）  ブリーフセラピー・ネットワークジャパン理事（1998
年度から）
奈良大学社会学部連携講座「こころの健康を考える－臨床心理学からのアプローチ」に
おける講演（2006.10.3.）   本学地区別教育懇談会における講演（2006.10.15.）
大阪府臨床心理士会ワークショップ分科会（医療関係部会）の企画・司会（2006.11.12.）
本学人間関係学科シンポジウム「現代社会と臨床心理学」における基調報告(2006.12.2.）

関西学院大学大学院文学研究科博士課程前期課程（1979年3月）

文学修士

（学会発表）

最終学歴

（学術論文）

現在の専門分野

著書､学術論文等の名
称

所属学会

研究課題

近年の心理療法の世界では「折
衷・統合」へ向けた動きが活発
である。代表的な折衷的・統合
的アプローチについて紹介し、
心理臨床実践における「折衷・
統合」の意義について論じた。

臨床心理学、心理療法

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

社会学研究科長、社会学部人間関係学科主任、学部内教務委員、学生相談員、公開講座委
員、自己点検･自己評価委員会委員、

心理療法（ﾌﾞﾘｰﾌｾﾗﾋﾟｰ、折衷と統合）、不安と抑うつの臨床心理学的研究

日本心理臨床学会第
25回大会2006年9月

奈良大学学生相談室
報告書第13号

奈良大学大学院研究
年報第12号

奈良大学紀要第35号

2007年3月

2007年3月

2007年3月

心理療法の「共通治癒要因」と
呼ばれる効果要因を育むような
アプローチが相談援助において
も有効であることを論じた。

認知行動療法の実習授業におけ
る成果について報告し、併せて
認知的技法として代表的な「認
知再構成法」の効果について論
じた。


